
社会科プリント                組  番 名前（               ） 

３節 日清・日露戦争と近代産業 

         教科書を読んで、まとめてみましょう 

１ 欧米列強の侵略と条約改正 

＜列強と帝国主義＞ 

１９世紀後半に、欧米諸国では（       ）が急速に発展し、（     ）や （     ）

鉄道などの産業が成長した。 

 

  イギリスの他に（       ）（      ） （      ） 

 

  帝国主義についてまとめてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

＜条約改正の実現＞ 

日米修好通商条約で結ばれた不平等な内容をまとめてみよう 

 

 

 

明治政府の改正への努力として、井上（    ）外務大臣の（      ）で舞踏会を開くなどの

（     ）政策があげられる。 

  １８８６年（         ）号事件→ ※事件の内容は教科書 P．１７５下 

 

条約改正の世論が高まる 

  １８９４年（           ）条約で（        ）の撤廃に成功 

                    （        ）外務大臣（外相）のとき 

＜東アジアの情勢＞ 

東アジアの情勢のところを読んでまとめてみよう 
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２ 日清戦争 

 

       （ 朝貢関係  ）           （ 不平等条約  ） 

 

 

                 政治 経済が混乱 

           （     ）を信仰する団体が朝鮮南部で蜂起 

               →  

 

                  腐敗した（         ）  

                  （      ）の排除 

 

          １８９４年                戦場は朝鮮 ※教科書 P.１７６上

の地図を見よう 

１８９５年（      ）条約の内容をまとめよう 

 

 

 

 

 

＜三国干渉と加速する中国侵略＞ 

 ロシアは（      ）や（       ）とともに三国（     ）をする。 

      「日本が獲得した（        ）を清に返還しなさい！！」 

 

      対抗できない（     ）は、これを受け入れた。 

清が日本に負けたことを見て、（      ）の中国侵略が加速する。 

   ※ 教科書 P.１７７上の地図を見てみよう 

 

＜日清戦争後の日本＞ 

 三国干渉により（      ）への対抗心が高まる 

   → 大規模な（     ）の拡張 

 伊藤博文は（         ）を結成 

 

 

 

     

（   ）が出

兵したから出兵 

（    ）

のため出兵 
（          ） 

（          ） 
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３ 日露戦争 

 

＜義和団事件＞ 

１８９９年（       ）事件 

     （        ）を唱えた義和団が蜂起。 

     → 列強は連合軍を結成して鎮圧。（      ）も参加。 

 

  鎮圧後も（       ）は満州にとどまる      

 

       １９０４年（      ）戦争が始まる。 

        ※教科書 P.１７９上の地図を見ておこう 

 

 

 

     

 

 

 

 

 １９０５年（        ）条約 ←（       ）の仲介 

   ポーツマス条約の内容をまとめよう 

 

 

 

 

 

ロシアから賠償金をとれ（       ）→日本国民の不満 （          ）事件 

 

＜日露戦争後の日本＞ 

 ロシアに勝利→ 日本国民は（     ）意識、（      ）諸国に対する優越感をもつ。 

 （      ）（       ）などアジア諸国の民族独立の運動が活発化 

 

 

 

 

日本は１９０２年（     ）同盟

を結んで、ロシアに対抗。 

戦争反対 

社会主義者（        ） 

キリスト教徒（       ） 

（         ） 

「君死にたまふことなかれ」 
ロシア 

１９０５年に

「血の日曜日事

件 」 と い う

（    ）運

動が起きる 

日本 

莫大な戦費、死

者多数で戦力に

限界 

アメリカ 

日本とロシアの

どちらか一方が

力を持ちすぎる

のはよくないと

考えた 
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４ 韓国と中国 

＜韓国の植民地化＞ 

１９０５年 （     ）の（     ）権を奪う 

１９０７年 （     ）を退位させる 

      韓国（       ）を設置 

      内政と（     ）を支配 

１９１０年 韓国（     ） 

      朝鮮（      ）の設置 

      （     ）を背景とした（      ）支配 

 

 

 

 

 

 

＜満鉄の設立＞ 

 日本は（          ）会社→ 略して（     ）を設立 

＜中華民国の成立＞ 

（     ）革命 

  （    ）をたおして（    ）民族の独立を目指す 

 １９１１年 （     ）の反乱→ 全国に（       ）が広がる 

       多くの省が（    ）から独立を宣言 

 １９１２年 （       ）建国 → アジア初の（      ） 

         首都   （     ） 

         臨時大統領（     ）→ （        ） 

                

 

 

 

       清の滅亡 

       （      ）は、皇帝を退位させる。  

→ （     ）から臨時大統領の地位を譲り受けた 

             （     ）政治を行う 

             袁世凱死後、（     ）によってバラバラに支配 

 

韓国では（     ）運

動が広がる。 

同化政策→ （        ）を教えることを禁止 

         ↓ 

  （      ）（      ）を教える 

土地調査事業→ （       ）の土地を奪う 

           → 小作人になる 

（      ）：民族の独立 

（      ）：政治的な民主化 

（      ）：民衆の生活の安定 

日本の戦国時代のよ

うな感じ。 

省は、日本の都道府

県のようなもの。 
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５ 産業革命の進展 

＜産業の発展＞ 

１８８０年代後半 （    ）工業が発展 

→（      ）（      ）など 

                      ↓ 

                    （       ）への輸出で発展 

 

１９０１年    日清戦争の賠償金で（         ）の建設 

                動力源の石炭は（     ）地域や（      ）から 

 産業の発展を支えた要因 

  （        ）の発達→ （       ）が全線開通 

                 鉄道の（     ）化 

  （      ）の成長 →  （     ）（     ）（      ）などの多角経営 

＜資本家と労働者＞ 

 産業革命がもたらした社会問題 

 ・労働問題  女子労働者→ （     ）業、（     ）業 

        男子労働者→ （    ）山、（      ）業 

 

           （     ）賃金 

           （     ）労働→紡績業で（    ）時間労働 

 

           （     ）争議の増加 

 ・公害問題  （      ）の鉱毒事件 ← ※教科書 P.１９２（       ）を読んでみ

よう 

＜地主と小作人＞ 

 都市人口の増加      

 鉄道の発達       農作物の（       ）が進む 

          ↓ 資本主義の発展 

        富をたくわえた地主 → （    ）に投資したり企業を作ったりする 

        小作人       → （    ）を工場に働きに出したり副業を営んだり 
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６ 近代文化の形成 

＜新しい文章＞ 

  それまでの（       ）にかわって、（       ）で表現する（       ）の小

説が登場。 

  （         ）「浮雲」 

  日清戦争前後（ １８９４年ごろ）、個人の感情などを重視する（      ）主義が主流。 

  （         ）「みだれ髪」 

  （         ）「たけくらべ」 

  日露戦争前後、社会や人間の現実をえがく（     ）主義が主流になる一方で、より深く個人と

社会の問題を追究する（      ）主義もあらわれる。 

  （         ）「一握の砂」 

  （         ）「吾輩は猫である」 

  （         ）「舞姫」 

※ 下の表についている人を教科書や資料集で確認しておこう 

 

 

 


